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1.X7083/X7043/X7023 の概要

1-1　はじめに

　X7083/X7043/X7023 はパルス列入力型サーボモータ及びステッピングモータの速度制御と位置決め
制御を目的とするパルス発生 LSI です。X7083は 8軸、X7043は 4軸、X7023は 2軸の制御が可能です。

　内部構成は、S 字または直線加減速パルス発生器、直線補間分周器、台形または三角駆動の自動減速点
算出器、現在位置カウンタや偏差カウンタ と して使用できる 2本のマルチカウンタ とエンコーダ入力コ

ンバータ、原点復帰センサインターフ ェース、リ ミ ッ ト センサインターフ ェース、サーボド ライバイン

ターフェース、8 ビッ ト汎用入力と 8 ビッ ト汎用出力を備えています。

　ホス ト CPU とのインターフェースが用意されていますので周辺 LSI と して使用できます。

1-2　特長

◇ CPU インターフェース

　●対象マイコン 　 　 　 　 　 80系、68系など

　●アドレス占有域　 　 　 　X7083は 6 ビッ ト（64バイ ト）、X7043は 5 ビッ ト（32バイ ト）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　X7023は 4 ビッ ト（16バイ ト）

　●データビッ ト幅　 　 　 　 8 ビッ ト

◇駆動命令

　●インデックス駆動

　●連続パルス駆動

　●原点復帰駆動

　●センサ位置決め駆動

◇駆動モード

　●加減速モード 　 　 　 　 　 S字（正弦、放物線）、直線

　●減速開始点　 　 　 　 　 　自動算出、マニュアル設定、オフセッ ト設定

　●同期モード 　 　 　 　 　 　多軸直線補間、同期スタート

◇エンコーダカウンタ

　●カウンタ数　 　 　 　 　 　各軸に 2本

　●ビッ ト長　 　 　 　 　 　 　 24 ビッ ト、32 ビッ ト切り替え式

　●カウン ト入力　 　 　 　 　内部パルス単独、外部入力パルス単独、内部パルスと外部入力パルス

◇エンコーダコンバータ入力

　●チャンネル数　 　 　 　 　 1 チャンネル

　●入力形態　 　 　 　 　 　 　 2 クロック、90°位相差 2相クロック

　●逓倍　 　 　 　 　 　 　 　 　 1逓倍、2逓倍、4逓倍

◇コンパレータ

　●ビッ ト長　 　 　 　 　 　 　 24 ビッ ト

　●比較対象　 　 　 　 　 　 　 レジスタ とカウンタ、カウンタとカウンタ

　●比較方式　 　 　 　 　 　 　＝、＞

　●比較出力　 　 　 　 　 　 　 1点（＝または＞）　X7043、X7023のみ

◇ I/O

　●入力　 　 　 　 　 　 　 　 　 8点

　●出力　 　 　 　 　 　 　 　 　 8点
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◇その他

　●加速、減速別設定機能

　●タイマ機能

　●入力フ ィルタ機能

　●割り込み機能

　●入出力論理切り替え

　●各種ステータス機能

◇クロック 　 　 　 　 　 　 　 　 20.0MHz（MAX）、推奨 16.384MHz または 19.6608MHz

◇テク ノロジー　 　 　 　 　 　CMOS

◇電源　 　 　 　 　 　 　 　 　 　内部電圧：3.3V± 5%　 　 IO電圧：5V± 5% または 3.3V± 5%

◇動作温度範囲　 　 　 　 　 　 0～ +70℃

◇パッケージ　 　 　 　 　 　 　X7083　 208pin　LQFP　 28× 28（mm）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　X7043　 144pin　LQFP　 20× 20（mm）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　X7023　 100pin　TQFP　 14× 14（mm）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　鉛フリー仕様　 Sn-1～ 4Biめっき
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1-3　ブロック図

図 1-1: ブロック図

CP0-3、MOVE、ERROR、CMP は X7043、X7023 のみ有ります。
X7083 は #1 ～ 8 軸、X7043 は #1 ～ 4 軸、X7023 は #1 ～ 2 軸となります。

全体ブロック図と入出力信号

＃１～８軸回路ブロック図
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1-4　仕様一覧

表 1-1: 仕様一覧

項　目 内　容

電源電圧 内部電圧 3.3V± 5%　 　 IO電圧 5V± 5% または 3.3V± 5%
入出力レベル CMOS レベル
最大入力クロック（f） 20.0MH ｚ （MAX）、推奨 16.384MHz または 19.6608MH ｚ

最大出力周波数
直線加減速　 5Mpps

S字加減速　 3.05Mpps

加減速時間
約 8msec～ 131sec

（但し、16382 ステップ。　 f＝ 16.384MHz）
出力パルス数設定範囲（R1） 1～ 16,777,215

減速開始点設定範囲（R2）
0～ 16,777,215 （マニュアル設定）

-8388608～ 8388607 （自動算出オフセッ ト設定）
周波数倍率設定範囲（R0） 1～ 4095

周波数設定ステップ数（R3,R4）
直線加減速・S字加減速かつ減速点マニュアル設定　 1～ 16383

S字加減速かつ減速開始点自動算出モード 　 　 　 　   1～ 10000
加減速レート設定範囲（R5,R6） 1～ 16383
S字区間設定範囲（R7） 1～ 8191

センサ入力感度設定範囲（F）
0～ 255

約 0.98～ 250μsec （f＝ 16.384MHz）

ド ライバインターフェース

出力　  クロック出力　   ゲート コン ト ロール／ 2 クロック切替え可。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    論理切替え可。

　 　 　 1 シ ョ ッ ト出力   約 1.9μsec （f＝ 16.384MHz）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    論理切替え可。

　 　 　  サーボ ON出力  汎用出力。

入力　 ド ライバアラーム入力　各軸に 1点。　論理切替え可。

　 　 　  位置決め完了入力　各軸に 1点。　論理切替え可。

センサ入力

エンド リ ミ ッ ト入力　各軸に 2点。＋方向、－方向。 論理切替え可。

スローダウン入力　 　各軸に 2点。＋方向、－方向。 論理切替え可。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　スローダウン、スローダウン停止切替え可。

原点入力　 　 　 　 　 　各軸に 2点。オリジン、Z相。論理切替え可。

マークセンサ入力　 　各軸に 1点。論理切替え可。

汎用入出力
入力　 　 　 　 　 　 　 　 8点

出力　 　 　 　 　 　 　 　 8点
エンコーダインターフェース 入力　 　 　 　 　 　 　 　各軸に 1 チャンネル。2 クロック、1、2、4逓倍

その他の入出力

同期スタート入力　 　 1点

カウンタクリア入力　各軸に 1点

コンパレータ出力　 　各軸に 1点（X7043、X7023のみ）
動作温度 0～ +70℃
保存温度 -65～ +150℃

形　 　状

X7083　 208PIN　LQFP　 28× 28（mm）

X7043　 144PIN　LQFP　 20× 20（mm）

X7023　 100PIN　TQFP　 14× 14（mm）

鉛フリー仕様　Sn-1～ 4Biめっき
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1-5　パッケージ寸法図

図 1-2: パッケージ寸法図（X7083）

図 1-3: パッケージ寸法図（X7043）
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図 1-4: パッケージ寸法図（X7023）
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1-6　ピン配置および端子説明

1-6-1　端子説明

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容

26,78,

130,182
54,126 37,87 VddINT － +3.3V± 5%電源入力です。

8,11,17,23,

37,49,55,61,

72,85,100,

115,134,

151,168,

186,203

7,19,46,

58,79,98,

117,138

7,18,

44,54,

73,94

VddIO － +5V± 5% または 3.3V± 5%電源入力です。

9,12,18,24,

27,38,40,50,

56,62,73,79,

86,101,116,

131,135,

152,169,

183,187,

204

9,14,21,

30,47,55,

59,80,99,

118,127,

139

9,20,

28,38,

45,55,

74,88,

95

GND － 0V電源入力です。

10 8 8 CLK I 正
基準クロック入力です。最大入力周波数 20MHz。

デューティ 50± 10%

25 20 19 RST I 負
リセッ ト信号です。基準クロックの 3周期以上の Low入力

により本 LSIは初期化されます。

34 27 25 CS I 負
チップセレク ト信号です。この端子が Lowになる事により

本 LSIにアクセスできます。

35 28 26 RD I 負
リードイネーブル信号です。CSが Low でかつ RDが Low

の時にデータの読み出しができます。

36 29 27 WR I 負
ライ ト イネーブル信号です。CSが Lowの時、WRが Lowか

ら Highになるエッジでデータを取り込みます。
33

32

31

30

29

28

26

25

24

23

22

-

24

23

22

21

-

-

A0

A1

A2

A3

A4

A5

I 正 A0（LSB）から A5（MSB）の 6 ビッ トアドレスバスです。

22

21

20

19

16

15

14

13

18

17

16

15

13

12

11

10

17

16

15

14

13

12

11

10

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

I/O 正

ホスト CPU との間でデータ転送を行う DO(LSB)から D7

（MSB）の 8 ビッ ト双方向性データバスです。この端子の出

力バッファはト ライステートになっています。
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39 31 29 INT O 正負

割り込み要求信号です。パルス出力、カウンタ、センサ、コン

パレータの各要因によりアクティブになります。この端子

は Low またはハイインピーダンスの状態になります。

この INT出力は割り込み制御レジスタによりマスクするこ

とが出来ます。また、割り込み要因ごとの割り込みフラグリ

セッ ト コマンドを書き込むことにより割り込み要求を解除

できます。
2

193

174

157

140

121

104

87

143

122

103

84

-

-

-

-

99

78

-

-

-

-

-

-

ALM1

ALM2

ALM3

ALM4

ALM5

ALM6

ALM7

ALM8

I 正負

ドライバアラーム用の非常停止入力です。入力の論理は入

力論理設定レジスタで切り替えができます。入力の感度は、

入力感度設定レジスタにより基準クロック周期の 16～

4096倍まで設定ができます。

205

188

167

150

133

114

97

80

136

115

96

77

-

-

-

-

92

71

-

-

-

-

-

-

+EL1

+EL2

+EL3

+EL4

+EL5

+EL6

+EL7

+EL8

I 正負

+方向の即時停止エンド リ ミ ッ ト入力です。入力の論理は

入力論理設定レジスタで切り替えができます。入力の感度

は、入力感度設定レジスタにより基準クロック周期の 16～

4096倍まで設定ができます。

202

185

166

149

132

113

96

77

135

114

95

76

-

-

-

-

91

70

-

-

-

-

-

-

-EL1

-EL2

-EL3

-EL4

-EL5

-EL6

-EL7

-EL8

I 正負

-方向の即時停止エンド リ ミ ッ ト入力です。入力の論理は入

力論理設定レジスタで切り替えができます。入力の感度は

入力感度設定レジスタにより基準クロック周期の 16～

4096倍まで設定ができます。

201

184

165

148

129

112

95

76

134

113

94

75

-

-

-

-

90

69

-

-

-

-

-

-

+SLD1

+SLD2

+SLD3

+SLD4

+SLD5

+SLD6

+SLD7

+SLD8

I 正負

+方向のスローダウンリ ミ ッ ト入力です。スローダウンま

たはスローダウン停止の切り替えは入力モード設定レジス

タでできます。入力の感度は、入力感度設定レジスタにより

基準クロック周期の 16～ 4096倍まで設定ができます。レ

ベルまたはエッジ動作です。

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容
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200

181

164

147

128

111

94

75

133

112

93

74

-

-

-

-

89

68

-

-

-

-

-

-

-SLD1

-SLD2

-SLD3

-SLD4

-SLD5

-SLD6

-SLD7

-SLD8

I 正負

-方向のスローダウンリ ミ ッ ト入力です。スローダウンまた

はスローダウン停止の切り替えは入力モード設定レジスタ

でできます。入力の感度は、入力感度設定レジスタにより基

準クロック周期の 16～ 4096倍まで設定ができます。レベ

ルまたはエッジ動作です。

206
189
170

153

136

117

98

81

137

116

97

78

-

-

-

-

93

72

-

-

-

-

-

-

ORG1
ORG2
ORG3
ORG4

ORG5

ORG6

ORG7

ORG8

I 正負

原点センサ入力です。機械原点復帰駆動では、ORG入力単

独の原点復帰動作と ORG入力と EZ（エンコーダ Z相）入力

とで行う原点復帰動作が有ります。エッジ動作です。

入力の感度は基準クロックの 1 または 16周期です。

207
190

171

154

137

118

99

82

140
119

100

81

-

-

-

-

96
75

-

-

-

-

-

-

EZ1
EZ2

EZ3

EZ4

EZ5

EZ6

EZ7

EZ8

I 正負

エンコーダの Z相入力です。機械原点復帰駆動の ORG入力

と EZ入力とで行う原点復帰動作では、ORGがアクティブ

になり減速を完了した後に EZ入力がアクテ ィブになれば

停止します。入力の感度は基準クロックの 1周期のサンプ

リングによるエッジ動作です。

3
194

175

158

141

122

105

88

144
123

104

85

-

-

-

-

100

79
-

-

-

-

-

-

INP1

INP2

INP3

INP4

INP5

INP6

INP7

INP8

I 正負

サーボドライバの位置決め完了入力です。初期設定レジス

タで位置決め完了で停止フラグ ONの設定のときは、パル

ス出力完了後に INP入力がアクテ ィブになれば動作完了フ

ラグが ONになります。正常停止割り込みの場合も同様に

INT出力がアクティブになります。

199
180

163

146

127

110

93

74

132

111

92

73

-

-

-

-

86

67

-

-

-

-

-

-

MARK1
MARK2

MARK3

MARK4

MARK5

MARK6

MARK7

MARK8

I 正負

センサ位置決めの開始入力です。センサ位置決め駆動のと

き MARK入力がアクテ ィブになったところから設定パル

ス数を出力します。入力の感度は基準クロックの 1 または

16周期です。

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容



● X7083/X7043/X7023

10 　 『X7083/X7043/X7023』 について

48
47
46
45
44
43
42
41

45
44
43
42
41
40
39
38

43
42
41
40
39
36
35
34

IN0
IN1
IN2
IN3
IN4
IN5
IN6
IN7

I 負
IN0(LSB)から IN7(MSB)は 8 ビッ トパラレル入力です。IN0

は Highから Lowの変化で割り込みができます。

71

70

69

68

67

66

65

64

64

63

62

61

-

-

-

-

58

57

-

-

-

-

-

-

CLRA1
CLRA2
CLRA3
CLRA4
CLRA5
CLRA6
CLRA7
CLRA8

I 負

CLRAが Lowのときマルチカウンタ Aは 0にクリアされ

ます。

レベル動作またはエッジ動作の切り替えができます。

7

198

179

162

145

126

109

92

4

129

108

89

-

-

-

-

4

83

-

-

-

-

-

-

POUT1
POUT2
POUT3
POUT4
POUT5
POUT6
POUT7

POUT8

O 正負

指令パルス出力です。2パルス方式のときは CW方向のパ

ルス出力をします。パルス /方向方式のときはパルス出力

をします。出力の論理は出力論理レジスタで切り替えがで

きます。

6

197

178

161

144

125

108

91

3

128

107

88

-

-

-

-

3

82

-

-

-

-

-

-

PDIR1
PDIR2
PDIR3
PDIR4
PDIR5
PDIR6
PDIR7

PDIR8

O 正負

方向出力または指令パルス出力です。2パルス方式のときは

CCW方向のパルス出力をします。パルス /方向方式のとき

は方向出力をします。出力の論理は出力論理レジスタで切

り替えができます。

4

195

176

159

142

123

106

89

1

124

105

86

-

-

-

-

1

80

-

-

-

-

-

-

CLR1

CLR2

CLR3

CLR4

CLR5

CLR6

CLR7

CLR8

O 正負

サーボドライバの偏差カウンタクリア用の 1 シ ョ ッ トまた

は汎用出力です。1 シ ョ ッ トまたは汎用出力の切り替えは出

力の初期設定レジスタで行います。1 シ ョ ッ トのパルス幅は

基準クロックの 32周期です。出力の論理は出力論理レジス

タで切り替えができます。

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容
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5

196

177

160

143

124

107

90

2

125

106

87

-

-

-

-

2

81

-

-

-

-

-

-

SON1

SON2

SON3

SON4

SON5

SON6

SON7

SON8

O 負
サーボドライバ用のサーボオン出力です。汎用出力として

使用できます。

60

59

58

57

54

53

52

51

57

56

53

52

51

50

49

48

53

52

51

50

49

48

47

46

OUT0

OUT1

OUT2

OUT3

OUT4
OUT5
OUT6

OUT7

O 負

OUT0（LSB）から OUT7（MSB）は 8 ビッ トパラレルの汎用出

力です。

8 ビッ ト同時の書換と各ビッ トごとのビッ トオペレーシ ョ

ンができます。

-

6
131
110
91

6
85
-
-

ERROR1
ERROR2
ERROR3
ERROR4

O 正負

エラー停止モニタ出力です。ALM、+EL、-ELによるエラー停

止のときに Lowになります。停止フラグをリセッ トすると

Highになります。出力の論理は出力論理レジスタで切り替

えができます。X7083にはありません。

-

5

130

109

90

5

84

-

-

MOVE1
MOVE2
MOVE3
MOVE4

O 正負

パルス出力中のモニタ出力です。パルス出力中は Lowにな

ります。出力の論理は出力論理レジスタで切り替えができ

ます。X7083にはありません。

1

192

173

156

139

120

103

84

142

121

102

83

-

-

-

-

98

77

-

-

-

-

-

-

EA1
EA2
EA3
EA4
EA5
EA6
EA7
EA8

I 負

エンコーダ入力の A相入力です。2 クロック方式と 90°位

相差の 1、2、4逓倍の選択はエンコーダ入出力の初期設定で

できます。

208

191

172

155

138

119

102

83

141

120

101

82

-

-

-

-

97

76

-

-

-

-

-

-

EB1
EB2
EB3
EB4
EB5
EB6
EB7
EB8

I 負

エンコーダ入力の B相入力です。2 クロック方式と 90°位

相差の 1、2、4逓倍の選択はエンコーダ入出力の初期設定で

できます。

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容
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【注】　 1.INTはオープンドレイン出力です。

　 　 　 2.ALM、+EL、-EL、+SLD、-SLD、ORG、EZ、INP、MARK、IN0-7、EA、EB、SYNC、CLRAは

　 　 　 　プルアップ抵抗（75kΩ）内蔵入力です。

　 　 　 3.CP0-3はプルアップ抵抗（75kΩ）内蔵入出力です。

-

37

36

35

34

33

32

-

-

CMP1
CMP2
CMP3
CMP4

O 負

コンパレータレジスタとカウンタ (A、B、C) またはカウンタ

どう しの比較出力です。＝または＞の切り替えはコンパ

レータ制御レジスタで行います。X7083にはありません。

63 60 56 SYNC I 負

同期スタート入力です。同期スタートモードのとき起動を

かけた後 SYNCが Highから Low に変化すればパルス出力

を開始します。

-

72

71

70

69

66

65

64

63

CP0

CP1

CP2

CP3

I/O 負

直線補間ステータス入出力です。本 LSI を複数個使用して

直線補間を行う ときに各 LSIの CP0、CP1、CP2、CP3 をそれ

ぞれワイヤードオアで接続します。出力バッファはオープ

ンドレインになっています。各端子の機能は次のように

なっています。

　 　 　 　優先度

　 　 　 　 　   1　 　 　 　 　CP0　 　 　 　 　即時停止

　 　 　 　 　   2　 　 　 　 　CP1　 　 　 　 　減速停止

　 　 　 　 　   3　 　 　 　 　CP2　 　 　 　 　定速

　 　 　 　 　   4　 　 　 　 　CP3　 　 　 　 　減速

X7083にはこの端子はありません。

-
32,33,65,

66,67,68

30,31,59

,

60,61,62
Ｎ Ｃ 無接続ピンです。

表 1-2: 端子説明

端子番号

X7083　 　 　X7043　 　 　X7023
信号名 I/O 論理 内　 　容
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1-6-2　ピン配置

図 1-5: ピン配置図
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1-7　システムの構成

図 1-6: サーボモータインターフェース例

図 1-7: ステッピングモータインターフェース例
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1-8　CPU とのインターフェース例

　本 LSI では D0～ 7の 8 ビッ トデータバスを介し 80系プロセッサに直結可能なバスインターフェー
スを採用していますが、簡単な外付け回路を構成することにより 68 系プロセッサによってもインター
フェースすることができます。

1-8-1　Z80 とのインターフェース例

図 1-8:Z80 とのインターフェース例

1-8-2　68000 とのインターフェース例

図 1-9:68000 とのインターフェース例
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2. アドレス割付とデータのリード・ライト

2-1　アドレス割付表

【注】　1.WRITE サイクルでは、データの書き込み処理に基準クロックの 2 周期の時間（リカバリタイム）

　　　　を要します。

図 2-1:WRITE サイクルとリカバリタイム

　　　2. コマンドの書き込み、割り込み状態モニタと動作状態モニタ以外のパラメータ、カウンタ初期

　　　　設定は、レジスタセレクタを設定した後に書き込みデータ1～4、読み出しデータ1～4でリー

　　　　ド・ライトします。

　　　3. 書き込みデータが 2 バイト以上の場合は、下位から上位の順に書き込みます。最上位書き込み

　　　　時に一括に取り込みがされます。

　　　4. 読み出しデータが 2 バイト以上の場合は、レジスタセレクタをライトした後に読み出します。

　　　　レジスタセレクタの書き込み時に一括読み出し用補助バッファにデータがラッチされます。

　　　　読み出しは連続して行います。

表 2-1: アドレス割付表

A5 A4 A3 A2 A1 A0 WRITE READ
0 0 0 0 0 0 #1軸レジスタセレクタ #1軸レジスタセレクタ
0 0 0 0 0 1 #1軸書き込みデータ 1(bit0-7) #1軸読み出しデータ 1(bit0-7)
0 0 0 0 1 0 #1軸書き込みデータ 2(bit8-15) #1軸読み出しデータ 2(bit8-15)
0 0 0 0 1 1 #1軸書き込みデータ 3(bit16-23) #1軸読み出しデータ 3(bit16-23)
0 0 0 1 0 0 #1軸書き込みデータ 4(bit24-31) #1軸読み出しデータ 4(bit24-31）
0 0 0 1 0 1 システム予約（アクセス禁止） 割込み軸ステータス

0 0 0 1 1 0 システム予約（アクセス禁止） #1軸割り込み状態ステータス
0 0 0 1 1 1 #1軸コマンド #1軸動作状態ステータス
0 0 1 000b～ 111b #2軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
0 1 0 000b～ 111b #3軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
0 1 1 000b～ 111b #4軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
1 0 0 000b～ 111b #5軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
1 0 1 000b～ 111b #6軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
1 1 0 000b～ 111b #7軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て
1 1 1 000b～ 111b #8軸アクセス領域　 #1軸と同一割り当て

CS

WR

2tCLK 以上 tCLK ＝基準クロック周期
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3. コマンドの種類と機能

3-1　コマンドのライト

　 コマンドレジスタに 1バイ トの命令コードをライ ト します。

3-2　コマンド一覧

表 3-1: コマンド一覧

命令コード

(16進 )
種       類 説       明

00h インデックス駆動 (＋方向 )

加減速を伴った位置決め駆動です

01h インデックス駆動 (－方向 )

02h 定速インデックス駆動 (＋方向 )
起動時の速度での位置決め駆動です

03h 定速インデックス駆動 (－方向 )

06h 連続駆動 (＋方向）
加速を伴った連続パルス駆動です。即時停止命令（コ

マンド 30h）または減速停止命令（コマンド 31h）をラ

イ トするか、+EL、-EL または ALMがアクティブにな

るまでパルスを出力します。
07h 連続駆動 (－方向 )

08h 定速連続駆動 (＋方向 )
起動時の速度での連続パルス駆動です。即時停止命

令（コマンド 30h）または減速停止命令（コマンド

31h）をライ トするか、+EL、-EL または ALMがアク

ティブになるまでパルスを出力します。
09h 定速連続駆動 (－方向 )

0Ah センサ位置決め駆動 I(＋方向 )

MARK入力端子がアクティブになった位置からの位

置決め駆動です。駆動の最初から加速を行います。

0Bh センサ位置決め駆動 I(－方向 )

SPEED

MAXIMUM
SPEED

TIME

STARTUP
SPEED

DECELERATION
POINT

STARTUP
SPEED

TIME

SPEED

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

MARK

DECELERATION
POINT

SPEED

TIME
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0Ch センサ位置決め駆動Ⅱ (＋方向 )

MARK入力端子がアクティブになった位置からの位

置決め駆動です。加速はMARK入力がアクテ ィブに

なってから行います。

0Dh センサ位置決め駆動Ⅱ (－方向 )

0Eh センサ位置決め駆動Ⅲ (＋方向 )

MARK入力端子がアクティブになった位置からの位

置決め駆動です。加減速は行いません。 

0Fh センサ位置決め駆動Ⅲ (－方向 )

12h 原点復帰Ⅰ (＋方向 )

加減速を伴った原点復帰です。ORGがアクティブに

なると減速停止します。

13h 原点復帰Ⅰ (－方向 )

14h 原点復帰Ⅱ (＋方向 )

加減速を伴った原点復帰です。ORGがアクティブに

なると減速し、起動速度になった後 EZがアクテ ィブ

になると停止します。 

15h 原点復帰Ⅱ (－方向 )

命令コード

(16進 )
種       類 説       明

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

MARK

DECELERATION
POINT

SPEED

TIME

STARTUP
SPEED

MARK

SPEED

TIME

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

SPEED

TIME

ORG

TIME

SPEED

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

ORG

EZ
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16h 原点復帰Ⅲ（＋方向 )

起動時の速度での原点復帰です。ORGがアクティブ

になると即時停止します。

17h 原点復帰Ⅲ（－方向 )

18h 原点復帰Ⅳ (＋方向 )

起動時の速度での原点復帰です。ORGがアクティブ

になった後、EZがアクテ ィブになると即時停止しま

す。

19h 原点復帰Ⅳ (－方向 )

1Ah 原点復帰Ⅴ (＋方向 )

加減速を伴った原点復帰です。ORGがアクティブに

なると減速し EZ入力による割り込みがイネーブル

になります。原点復帰Ⅱ命令を行う と次の EZがアク

ティブになったエッジで停止します。

1Bh 原点復帰Ⅴ (－方向 )

30h 即時停止命令

駆動中にこの命令をライ トすると即時停止します。

最終パルスのパルス幅は確保します。補間モードの

ときは 1軸のみの停止になります。

31h 減速停止命令

駆動中にこの命令をライ トすると減速停止します。

定速駆動中のときは即時停止になります。最終パル

スのパルス幅は確保します。補間モードのときは他

の軸も同時に減速停止します。

命令コード

(16進 )
種       類 説       明

TIME

SPEED

STARTUP
SPEED

ORG

TIME

SPEED

STARTUP
SPEED

ORG

EZ

SPEED

TIME

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

ORG

EZ

INT
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32h 減速命令

加減速を伴った駆動中にこの命令をライ トすると起

動時の速度まで減速します。補間モードのときは他

の軸も同時に減速します。 

33h 減速解除命令

減速命令の後にこの命令をライ トすると最高速まで

加速します。補間モードのときは他の軸も同時に減

速解除します。

34h 定速命令

加減速を伴った駆動中にこの命令をライ トすると現

在の速度に固定されます。補間モードのときは他の

軸も同時に現在の速度に固定されます。

35h 定速解除命令

定速の駆動命令中または定速命令後にこの命令をラ

イ トすると再び加減速の動作がはじまります。補間

モードのときは他の軸も同時に再び加減速の動作が

始まります。

36h 一斉停止命令
補間モードのときにこの命令をすると全軸が一斉停

止します。 

40h タイマ動作Ⅰ パルスを出力しないインデックス駆動です。 

41h タイマ動作Ⅱ パルスを出力しない定速インデックス駆動です。

50h カウンタ Aのクリア命令 カウンタ A を 0にクリアします。

51h カウンタ Bのクリア命令 カウンタ B を 0にクリアします。

A0h 動作完了フラグリセッ ト命令 

動作完了フラグが立っているときにこの命令をライ

トするとフラグがリセッ ト されます。動作完了フラ

グおよびエラーフラグが立っているときも、この命

令によりフラグがリセッ ト されます。動作完了フラ

グが立っているときは、駆動命令をライ ト しても再

起動されませんので必ずこの命令でリセッ トする必

要があります。

A2h 減速開始割り込みフラグリセッ ト命令

減速開始割り込みフラグが立っているときに、この

命令をライ トすると減速開始割り込みフラグがリ

セッ ト されます。

A3h 等速度割り込みフラグリセッ ト命令

等速度割り込みフラグが立っているときに、この命

令をライ トすると等速度割り込みフラグがリセッ ト

されます。

A5h
最大加速度割り込みフラグリセッ ト命

令

最大加速度割り込みフラグが立っているときに、こ

の命令をライ トすると最大加速度割り込みフラグが

リセッ ト されます

A8h
カウンタ Aキャリー割り込みフラグリ

セッ ト

カウンタ Aのキャリー割り込みフラグが立っている

ときに、この命令をライ トするとカウンタ Aのキャ

リー割り込みフラグがリセッ ト されます。

A9h
カウンタ Aボロー割り込みフラグリ

セッ ト

カウンタ Aのボロー割り込みフラグが立っていると

きに、この命令をライ トするとカウンタ Aのボロー

割り込みフラグがリセッ ト されます。

命令コード

(16進 )
種       類 説       明
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AAh
カウンタ Bキャリー割り込みフラグリ

セッ ト

カウンタ Bのキャリー割り込みフラグが立っている

ときに、この命令をライ トするとカウンタ Bのキャ

リー割り込みフラグがリセッ ト されます。

ABh
カウンタ Bボロー割り込みフラグリ

セッ ト

カウンタ Bのボロー割り込みフラグが立っていると

きに、この命令をライ トするとカウンタ Bのボロ－

割り込みフラグがリセッ ト されます。

ADh
カウンタ Cボロー割り込みフラグリ

セッ ト

カウンタ Cのボロー割り込みフラグが立っていると

きに、この命令をライ トするとカウンタ Cのボロー

割り込みフラグがリセッ ト されます。

B0h ORG センサ割り込みフラグリセッ ト

ORG センサ割り込みフラグが立っているときに、こ

の命令をライ トすると ORG センサ割り込みフラグ

がリセッ ト されます。

B1h EZ センサ割り込みフラグリセッ ト

EZ センサ割り込みフラグが立っているときに、この

命令をライ トすると EZ センサ割り込みフラグがリ

セッ ト されます。

B2h IN0入力割り込みフラグリセッ ト

IN0入力割り込みフラグが立っているときに、この命

令をライ トすると IN0割り込みフラグがリセッ ト さ

れます。

B3h MARK入力割り込みフラグリセッ ト

MARK入力割り込みフラグが立っているときに、こ

の命令をライ トすると MARK センサ割り込みフラ

グがリセッ ト されます。

B8h
コンパレータ（P＝ Q）割り込みフラグリ

セッ ト

コンパレータ (P＝ Q)による割り込みフラグが立っ

ているときに、この命令をライ トするとコンパレー

タ (P＝ Q)割り込みフラグがリセッ ト されます。

B9h
コンパレータ（P＞ Q）割り込みフラグリ

セッ ト

コンパレータ（P＞ Q）による割り込みフラグが立っ

ているときに、この命令をライ トするとコンパレー

タ（P＞ Q）割り込みフラグがリセッ ト されます。

E0h OUT0 をセッ ト

汎用出力のビッ トオペレーシ ョ ンです。OUT0～ 7の

それぞれの端子を Lowにします。

E1h OUT1 をセッ ト

E2h OUT2 をセッ ト

E3h OUT3 をセッ ト

E4h OUT4 をセッ ト

E5h OUT5 をセッ ト

E6h OUT6 をセッ ト

E7h OUT7 をセッ ト

EEh SON をセッ ト サーボ ON用出力端子 SON を Lowにします。

命令コード

(16進 )
種       類 説       明



『X7083/X7043/X7023』 について　23

● X7083/X7043/X7023

命令コード

(16進 )
種　類 説　明

EFh CLR を出力

1 シ ョ ッ トの設定のときは CLR端子から基準クロッ

クの 32周期のパルスを出力します。汎用入力の設定

のときは ONにします。

F0h OUT0 をリセッ ト

汎用出力のビッ トオペレーシ ョ ンです。OUT0～ 7の

それぞれの端子を Highにします。

F1h OUT1 をリセッ ト

F2h OUT2 をリセッ ト

F3h OUT3 をリセッ ト

F4h OUT4 をリセッ ト

F5h OUT5 をリセッ ト

F6h OUT6 をリセッ ト

F7h OUT7 をリセッ ト

FEh SON をリセッ ト サーボ ON用出力端子 SON を Highにします。

FFh CLR をリセッ ト 汎用入力の設定のときは CLR を OFFにします。



● X7083/X7043/X7023

24 　 『X7083/X7043/X7023』 について

4. 各種レジシタと内部カウンタについて

4-1　レジスタとカウンタの一覧

表 4-1: レジスタ及びカウンタ一覧

*1:直線加減速モードまたは減速開始点マニュアル設定モード。 　 *2:S字加減速モードかつ減速開始点自動算出モード。
RW: リードおよびライ ト 　RD: リードのみ

セレク ト コード
16 進

レジスタ･カウンタ
有　効
ビッ ト長

設定範囲 種　別
上位アドレスの
リード･ライ ト数

00h 周波数数倍率設定レジスタ (R0) 12 1 ～ 4,096 パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

01h 出力パルス数設定レジスタ ( カウンタ C/R1) 24 0 ～ 16,777,215 パラ メータ 3 バイ ト一括 RW

02h 減速開始点設定レジスタ ( カウンタ D/R2) 24

0 ～ 16,777,215

-8,388,608 ～

8,388,607

パラ メータ 3 バイ ト一括 RW

03h 起動周波数設定レジスタ (R3) 14
1 ～ 16,383 *1

1 ～ 10,000 *2
パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

04h 最高周波数設定レジスタ (R4) 14
1 ～ 16,383 *1

1 ～ 10,000 *2
パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

05h 加速レート設定レジスタ (R5) 14 1 ～ 16,383 パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

06h 減速レート設定レジスタ (R6) 14 1 ～ 16,383 パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

07h S 字加減速区間設定レジスタ (R7) 13 1 ～ 8,191 パラ メータ 2 バイ ト一括 RW

08h 直線補間基数設定レジスタ (R8) 24 1 ～ 16,777,215 パラ メータ 3 バイ ト一括 RW

21h カウンタ A 24/32 カウンタ 3/4 バイ ト一括 RW

22h カウンタ B 24/32 カウンタ 3/4 バイ ト一括 RW

23h 周波数読み出し 14 周波数 2バイ ト一括 RD

30h コンパレータレジスタ 24

0 ～ 16,777,215

-8,388,608 ～

8,388,607

コンパレータ 3 バイ ト一括 RW

40h 汎用出力一括設定 （OUT0 ～ 7） 8 I/O 1 バイ ト 　 　  RW

50h パルス出力初期設定レジスタ 4 初期設定 1バイ ト      RW

51h エンコーダ入出力初期設定レジスタ 5 初期設定 1バイ ト      RW

52h カウンタ A初期設定レジスタ 7 初期設定 1バイ ト      RW

53h カウンタ B初期設定レジスタ 7 初期設定 1バイ ト      RW

54h 入力の初期設定レジスタ 6 初期設定 1バイ ト      RW

55h 入力論理の初期設定レジスタ 9 初期設定 2バイ ト個別 RW

56h 入力フ ィルタの初期設定レジスタ (F) 8 初期設定 1バイ ト      RW

57h 出力の初期設定レジスタ 1 初期設定 1バイ ト      RW

58h 出力論理の初期設定レジスタ 6 初期設定 1バイ ト      RW

60h 動作制御モード設定レジスタ 6 制御モード 1 バイ ト      RW

61h カウンタ A制御モード設定レジスタ 2 制御モード 1 バイ ト      RW

62h カウンタ B制御モード設定レジスタ 2 制御モード 1 バイ ト      RW

63h CLR 出力制御モード設定レジスタ 2 制御モード 1 バイ ト      RW

64h コンパレータ制御モード設定レジスタ 6 制御モード 1 バイ ト      RW

70h パルス発振割り込みマスクレジスタ 5 割り込み 1バイ ト      RW

71h カウンタ割り込みマスクレジスタ 5 割り込み 1バイ ト      RW

72h センサ割り込みマスクレジスタ 4 割り込み 1バイ ト      RW

73h コンパレータ割り込みマスクレジスタ 2 割り込み 1バイ ト      RW

E0h パルス発振割り込みフラグレジスタ 5 割り込み 1バイ ト      RD

E1h カウンタ割り込みフラグレジスタ 5 割り込み 1バイ ト      RD

E2h センサ割り込みフラグレジスタ 4 割り込み 1バイ ト      RD

E3h コンパレータ割り込みフラグレジスタ 2 割り込み 1バイ ト      RD

F0h センサ状態ステータスレジスタ 8 ステータス 2バイ ト個別 RD

F1h 正常停止要因ステータスレジスタ 6 ステータス 1バイ ト      RD

F2h エラー停止要因ステータスレジスタ 3 ステータス 1バイ ト      RD

F3h 汎用入力状態ステータスレジスタ 8 ステータス 1バイ ト 　 　  RD

F4h コンパレータ状態ステータスレジスタ 2 ステータス 1バイ ト      RD
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4-2　レジスタとカウンタのリード・ライト

　表 4-1 のレジスタ とカウンタのリード・ライ トは、表 2-1 アドレス割付表のレジスタセレクタにセレ

ク ト コードをライ ト し、データ 1～ 4 をリードまたはライ ト して行います。

4-2-1　1 バイトのレジスタのリードとライト

　 リードはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、読み出しデータ 1 をリード します。

　 ライ トはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、書き込みデータ 1 にライ ト します。

4-2-2　2 バイトのレジスタのリードとライト

　 リードはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、読み出しデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）
をリード し、その後読み出しデータ 2 で上位のバイ ト（8～ 15bit）をリード します。

　 ライ トはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、書き込みデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）
をライ ト し、その後書き込みデータ 2 で上位のバイ ト（8～ 15bit）をライ ト します。

4-2-3　3 バイトのレジスタとカウンタのリードとライト

　 リードはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、読み出しデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）
をリード し、次に読み出しデータ 2 で中位のバイ ト（8 ～ 15bit）をリード し、その後読み出しデータ 3 で
上位のバイ ト（16～ 23bit）をリード します。

　 ライ トはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、書き込みデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）
をライ ト し、次に書き込みデータ 2 で中位にバイ ト（8 ～ 15bit）をライ ト し、その後書き込みデータ 3 で
上位のバイ ト（16～ 23bit）をライ ト します。

4-2-4　4 バイトのカウンタのリードとライト

　 リードはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、読み出しデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）

をリード し、次に読み出しデータ 2 で中位のバイ ト（8 ～ 15bit）をリード し、次に読み出しデータ 3 で次
の中位バイ ト（16～ 23bit）をリード し、最後に読み出しデータ 4で最上位のバイ ト（24～ 31bit）をリード
します。

　 ライ トはレジスタセレクタにセレク ト コードをライ ト し、書き込みデータ 1で下位のバイ ト（0～7bit）
をライ ト し、次に書き込みデータ 2 に中位のバイ ト（8 ～ 15bit）をライ ト し、次に書き込みデータ 3 で次
の中位のバイ ト（16～ 23bit）をライ ト し、最後に書き込みデータ 4に最上位のバイ ト（24～ 31bit）をライ
ト します。
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5. パルス出力に関する各パラメータについて
　本 LSI でパルス出力やタイマ動作の為に 9 種類のパラメータがあります。このパラ メータは R0 から

R8のパラメータレジスタにより設定します。

5-1　パラメータの種類

5-1-1　周波数倍率設定レジスタ（R0 レジスタ）

　R0レジスタは出力周波数の倍率レンジを設定するレジスタです。設定の範囲は1～4,096ですが、4096

の場合は 0 を設定します。R0 レジスタの設定値と倍率［pps/step］および出力周波数の範囲は表 5-1 のよ

うになります。

5-1-2　出力パルス数設定レジスタ（R1 レジスタ）

　R1 レジスタは出力パルス数を設定するレジスタです。R1 レジスタは、カウンタ C と共用しています。

従って R1レジスタのライ トは、カウンタ Cのプリセッ ト となります。パルス出力を途中で強制的に停止

したときのカウンタ Cの値は、（R1 レジスタ設定値－出力パルス数）になっています。次回に残りパルス

数のみを出力する場合は再設定をする必要がありません。その他の場合は毎回 R1 レジスタの設定が必

要です。

5-1-3　減速開始点設定レジスタ（R2 レジスタ）

　本LSIでは減速開始点の自動算出モードを備えていますが、減速開始点のマニュアル設定や減速開始
点のオフセッ ト設定が R2 レジスタにデータをライ トすることで行えます。

　R2 レジスタはカウンタ D と共用していますが、減速開始点マニュアル設定モードで使用するときは

カウン ト動作を行いません。

5-1-4　起動周波数設定レジスタ（R3 レジスタ）

　パルス出力開始時と終了時の周波数を決めるパラメータレジスタです。

5-1-5　最高周波数設定レジスタ（R4 レジスタ）

　パルス出力の最高周波数を決めるパラ メータレジスタです。直線加減速かつ減速開始点自動算出

モードではパルス出力中にも書換ができます。S字加減速の場合は連続モード及び減速開始点マニュア
ル設定モードでは等速パルス出力中であれば途中書換ができます。

5-1-6　加速レート設定レジスタ（R5 レジスタ）

　加速度を決めるパラメータレジスタです。

5-1-7　減速レート設定レジスタ（R6 レジスタ）

　減速度を決めるパラメータレジスタです。減速開始点自動算出モードではR5 レジスタ と R6 レジスタ

は同じ値を設定して下さい。

表 5-1: 周波数倍率と出力周波数範囲（基準クロック f=16.384MHｚの場合）

R0 倍率［pps/step］
出力周波数範囲［pps］

直線加減速 S字加減速
2500 0.1 0.1～ 1,638.3 0.1～ 1,000
250 1 1～ 16,383 1～ 10,000
50 5 5～ 81,915 5～ 50,000
10 25 25～ 409,575 25～ 250,000
1 250 250～ 4,095,750 250～ 2,500,000
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5-1-8　S 字加減速区間設定レジスタ（R7 レジスタ）

　 S字加減速区間とは図 5-1 に示す Tsgの区間です。R3からから（R3+R7）の速度区間と (R4-R7)から R4

の速度区間が S字状に速度が変化します。R7 レジスタの設定値は（R4-R3）÷ 2以下になります。S字加減

速を使用しないときは設定の必要はありません。

図 5-1:S 字加減速の状態

5-1-9　直線補間基数設定レジスタ（R8 レジスタ）

　複数軸または本 LSI を複数個使用して直線補間駆動を

行う ときに最も移動量の多い軸の R1 レジスタ設定値を

R8 レジスタに設定します。

直線補間駆動を使用しないときは、設定の必要はありません。

5-2　パラメータの計算式

π　円周率

表 5-2: パラメータ計算式一覧

速度分解能［倍率］

K［pps/step］
起動周波数

V［pps］
最高周波数

V［pps］
加速度

g［pps/sec］
減速度

g［pps/sec］
加減速時間（直線）

Tg［sec］

加減速時間（正弦）

Tg［sec］

加減速時間 (放物線 )

Tg[sec]

減速開始点（直線）

Dp[パルス ]

減速開始点（正弦）

Dp[パルス ]

減速開始点（放物線）

Dp[パルス ]

TsgTsg

Tsg Tsg

TgTg

R4

R4-R7

R3+R7

R3

K
f

65 536, R× 0
-------------------= f: 基準クロック周波数 [Hz]

V
f R3×
65 536, R0×
-------------------=単独モード 直線補間モード V

f R3× R1×
65 536, R0 R8××
---------------------------=

V
f R4×
65 536, R0×
-------------------=単独モード 直線補間モード V

f R4× R1×
65 536, R0 R8××
---------------------------=

g
f K R× 5×
131 072,
----------------=単独モード 直線補間モード g

f K R5×× R1×
131 072, R8×
------------------------=

g
f K R× 6×
131 072,
----------------=単独モード 直線補間モード g

f K R6×× R1×
131 072, R8×
------------------------=

Tg
131 072, R4 R3–( )×
f R5×

--------------------------------=（加速） 　 　 　 　 　 　（減速）Tg
131 072, R4 R3–( )×
f R6×

--------------------------------=

Tg
131 072, R4 R3– 2 R7 π R7×+×–( )×

f R5×
-------------------------------------------------------------=（加速） 　 　 　 　 　 　（減速）

Tg
131 072, R4 R3– 2 R7 π R7×+×–( )×

f R6×
-------------------------------------------------------------=

Tg
131 072, R4 R3– 2 R7×+( )×

f R5×
-----------------------------------------------=（加速） 　 　 　 　 　 　（減速） Tg

131 072, R4 R3– 2 R7×+( )×
f R6×

-----------------------------------------------=

Dp
R4 R3–( ) R4 R3 1–+( )
R0 R6×

-----------------------------------=台形
三角駆動 Dp

R1 R5×
R5 R6+
-----------=

(R4>R3 の場合）

Dp
R4 R3– 2 R7 π R7×+×–( ) R4 R3+( )

R0 R6×
----------------------------------------------------------=台形

三角駆動 Dp
R1 R5×
R5 R6+
-----------=

(R4>R3 の場合）

Dp
R4 R3– 2 R7 2–×+( ) R4 R3+( )

R0 R6×
-------------------------------------------------=台形

三角駆動 Dp
R1 R5×
R5 R6+
-----------=

(R4>R3 の場合）
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6. 初期設定レジスタについて
　初期設定レジスタはパワーオンリセッ ト後に必ず 1度設定をします。その後パルス出力停止中には設
定を替えることができます。

6-1　各初期設定レジスタの機能

6-1-1　パルス出力初期設定レジスタ

アイドリング

　アイ ド リングとは加減速を遅らせる機能です。設定が 0のときは起動から 0.5パルス後に加速が始ま
り、パルス停止の 0.5パルス前に減速が終了します。設定が 1のときは起動から 1.5パルス後に加速が始

まり、パルス停止の 1.5パルス前に減速が終了します。

POUT、PDIR 出力

表 6-2: パルス出力初期設定と POUT と PDIR 出力

【注】　正論理の場合は反転します。

動作完了フラグ

　動作完了フラグは、動作状態ステータスでリードできます。bit7=0の時は、パルス出力完了後直ちに動
作完了フラグは 1になります。bit7=1の時は、パルス出力完了後 INP入力端子がアクテ ィブになれば 1に
なります。

表 6-1: パルス出力初期設定レジスタ

bit
　内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 0.5パルスアイ ド リング 1.5パルスアイド リング

1 未定義（0 を設定）

2 +方向が CWパルス出力 +方向が CCWパルス出力

3 CW、CCWの 2 クロック方式 PULSE、DIRのゲート方式

4 未定義（0 を設定）

5 未定義（0 を設定）

6 未定義（0 を設定）

7 パルス出力完了で動作完了フラグ ON 位置決め完了で動作完了フラグ ON

bit3 bit2
POUT PDIR

＋ － ＋ －

0 0

0 1

1 0

1 1

H H

H H

H L

L H
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6-1-2　エンコーダ入出力の初期設定レジスタ

エンコーダ入力コード

6-1-3　カウンタ A、B 初期設定レジスタ

表 6-3: エンコーダ入出力の初期設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 EA、EB　入力モード コード 1

1 EA、EB　入力モード コード 2

2 未定義 (0 を設定 )

3 未定義 (0 を設定 )

4 未定義 (0 を設定 )

5 未定義 (0 を設定 )

6 未定義 (0 を設定 )

7 未定義 (0 を設定 )

表 6-4: エンコーダ入力モードコード

コード 2 コード 1 内　 　容

0 0 2 クロック負論理

0 1 2相クロック 4逓倍

1 0 2相クロック 2逓倍

1 1 2相クロック 1逓倍

表 6-5: カウンタ A、B 初期設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 内部発振パルスカウン トディセーブル 内部発振パルスカウン ト イネーブル

1 エンコーダカウン トディセーブル エンコーダカウン ト イネーブル

2 未定義（0 を設定）

3 エンコーダ入力正カウン ト エンコーダ入力逆カウン ト

4 未定義（0 を設定）

5 -8,388,608～ 8,388,607のカウン ト 0～ 16,777,215のカウン ト

6 24bit モード 32bit モード

7 未定義（0 を設定）
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多重入力カウント

　 カウンタ A および Bは、内部発振パルスとエンコーダ入力を同時カウン ト可能です。bit0～ 1 により

それぞれのカウン ト をイネーブルに出来ます。

　 bit3 のエンコーダ入力の正カウン ト とは、A相が B相に先行する時にアップカウン ト し、B相が A相
に先行するときにダウンカウン トする事です。逆カウン トの設定をするとその逆になります。

6-1-4　入力の初期設定レジスタ

　 bit0=0の時に +SLD または -SLDがアクテ ィブになれば、R3 レジスタ設定の速度に減速（R4＞ R3の場

合）しパルスの出力を継続します。bit0=1の時に +SLD または -SLDがアクテ ィブになれば、R3 レジスタ

設定の速度に減速しパルスの出力を停止します。

6-1-5　入力論理の初期設定レジスタⅠ、Ⅱ

　入力論理の初期設定レジスタⅠは表 2-1 のデータ 1 でリード、ライ ト し、入力論理の初期設定レジス
タⅡはデータ 2 でリード、ライ ト します。

表 6-6: 入力の初期設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 +SLD、-SLDは減速入力 +SLD、-SLDは減速停止入力

1 +SLD、-SLDはレベル動作入力 +SLD、-SLDはエッジ動作入力

2 ORGは低感度入力 ORGは高感度入力

3 MARKは低感度入力 MARKは高感度入力

4 CLRAはレベルクリア入力 CLRAはエッジクリア入力

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）

表 6-7: 入力論理の初期設定レジスタⅠ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 +ELは負論理入力 +ELは正論理入力

1 -ELは負論理入力 -ELは正論理入力

2 ALMは負論理入力 ALMは正論理入力

3 未使用（常に 0 を設定）

4 未使用（常に 0 を設定）

5 未使用（常に 0 を設定）

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）
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6-1-6　入力フィルタの初期設定レジスタ (F)

　入力フ ィルタの設定値は +EL、-EL、ALM、+SLD、-SLDの感度を決めます。設定値の範囲は 1～ 256 で
す。256の場合は 0 を設定します。

　感度は 16× F×基準クロックの 1周期です。

6-1-7　出力の初期設定レジスタ

表 6-8: 入力論理の初期設定レジスタⅡ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 ORGは負論理 ORGは正論理

1 EZは負論理 EZは正論理

2 +SLDは負論理入力 +SLDは正論理入力

3 -SLDは負論理入力 -SLDは正論理入力

4 INPは負論理入力 INPは正論理入力

5 MARKは負論理入力 MARKは正論理入力

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）

表 6-9: 出力の初期設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 CLRは 1 シ ョ ッ ト出力 CLRは汎用出力

1 未定義（常に 0 を設定）

2 未定義（常に 0 を設定）

3 未定義（常に 0 を設定）

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）
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6-1-8　出力論理の初期設定レジスタ

　 　 　 　X7083 には bit4、bit5の ERROR、MOVEの設定はありません。

表 6-10: 出力論理の初期設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 POUTは負論理出力 POUTは正論理出力

1 PDIRは負論理出力 PDIRは正論理出力

2 CLRは負論理出力 CLRは正論理出力

3 INTは負論理出力 INTは正論理出力

4 ERRORは負論理出力 ERRORは正論理出力

5 MOVEは負論理出力 MOVEは正論理出力

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）
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7. 制御モードレジスタについて

7-1　各制御モードレジスタの機能

7-1-1　動作制御モード設定レジスタ

同期スタート

　同期スタート制御を行う場合、コマンドの 00h～ 19hのド ライブ命令または 40h、41hのタイマ命令後
に、同期スタート入力端子の SYNCが HIGHから LOWになればパルス発振またはタイマがスタート し
ます。

減速開始点制御コード

　減速開始点制御は、4つのモードがあります。bit1-2 で設定します。

自動演算

　 このモードは加速レート と減速レートが同じ場合に使用できます。駆動開始時にカウンタ Dが 0 クリ
アされ、駆動中カウン ト動作を行います。残りパルス数管理用のカウンタ C の値が、カウンタ D の値以
下になれば減速動作を開始します。起動前にカウンタ Dのプリセッ トの必要はありません。

オフセット設定

　 このモードは駆動開始時にカウンタ Dが 0 クリアされず、駆動中はカウン ト動作を行います。残りパ

ルス数管理用のカウンタ Cの値が、カウンタ Dの値以下になれば減速動作を開始します。オフセッ ト値
は、駆動前にプリセッ ト します。設定値は、-8,388,608 ～ 8,388,607 で 2 の補数形式でカウンタ D にプリ
セッ ト します。動作は次のようになります。

表 7-1: 動作制御モード設定レジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 同期スタート制御を行わない 同期スタート制御を行う

1 減速開始点制御コード 1

2 減速開始点制御コード 2

3 補間制御を行わない 補間制御を行う

4 直線加減速モード S字加減速モード

5 放物線 正弦

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）

コード 2 コード 1 内　 　容

0 0 自動演算

0 1 オフセッ ト設定

1 0 マニュアル設定

1 1 減速を行わない
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プラス値をプリセットした場合

マイナス値をプリセットした場合

マニュアル設定

　 このモードは減速開始点の管理用カウンタ Dがカウン ト動作をせず、レジスタ R2 と して機能する。駆

動開始時にも 0 クリアされません。残りパルス数管理用のカウンタ Cの値が、プリセッ ト された R2 レジ

スタ以下になれば減速動作を開始します。

減速開始点動作を行わない

　 このモードは次のような動作になります。

S 字加減速

　 bit4=1の S字加減速モードでは 2種類の加減速形状が使用できます。bit5=0の時は放物線状に、bit5=1
の時は正弦関数状になります。

SPEED
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SPEED

STARTUP
SPEED

TIME

SPEED

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

TIME

SPEED

MAXIMUM
SPEED

STARTUP
SPEED

TIME
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7-1-2　カウンタ A、B の制御レジスタ

7-1-3　CLR 出力制御モードレジスタ

7-1-4　コンパレータ制御モード設定レジスタ

　 　 　X7083 には bit7のコンパレータ出力の設定はありません。

表 7-2: カウンタ A、B の制御

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 エラー停止時に自動クリアせず エラー停止時に自動クリアする

1 正常停止時に自動クリアせず 正常停止時に自動クリアする

2 未定義（常に 0 を設定）

3 未定義（常に 0 を設定）

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）

表 7-3:CLR 出力制御モードレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 エラー停止時に CLR を自動出力せず エラー停止時に CLR を自動出力する

1 正常停止時に CLR を自動出力せず 正常停止時に CLR を自動出力する

2 未定義（常に 0 を設定）

3 未定義（常に 0 を設定）

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）

表 7-4: コンパレータ制御モードレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 P入力セレク ト コード 1

1 P入力セレク ト コード 2

2 未定義（0 を設定）

3 Q入力セレク ト コード 1

4 Q入力セレク ト コード 2

5 未定義（0 を設定）

6 絶対値比較 2の補数比較

7 コンパレータ出力は P=Q コンパレータ出力は P＞ Q
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入力セレクトコード（P、Q共通）

コード 2 コード 1 内　 　容

0 0 カウンタ A

0 1 カウンタ B

1 0 カウンタ C

1 1 コンパレータレジスタ
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8. 割り込み機能について
　本LSIにはパルス出力要因、カウンタ要因、センサ要因による割り込み機能があります。各要因による
割り込みはマスクできます。

8-1　各割り込みマスクレジスタ

8-1-1　パルス発振割り込みマスクレジスタ

8-1-2　カウンタ割り込みマスクレジスタ

表 8-1: パルス発振割り込みマスクレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 正常パルス出力完了割り込み禁止 正常パルス出力完了割り込み許可

1 エラー停止割り込み禁止 エラー停止割り込み許可

2 減速開始点割り込み禁止 減速開始点割り込み許可

3 等速度割り込み禁止 等速度割り込み許可

4 未使用（常に 0 を設定）

5 最大加速度割り込み禁止 最大加速度割り込み許可

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）

表 8-2: カウンタ割り込みマスクレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 カウンタ Aのキャリー割り込み禁止 カウンタ Aのキャリー割り込み許可

1 カウンタ Aのボロー割り込み禁止 カウンタ Aのボロー割り込み許可

2 カウンタ Bのキャリー割り込み禁止 カウンタ Bのキャリー割り込み許可

3 カウンタ Bのボロー割り込み禁止 カウンタ Bのボロー割り込み許可

4 未定義（常に 0 を設定）

5 カウンタ Cのボロー割り込み禁止 カウンタ Cのボロー割り込み許可

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）
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8-1-3　センサ割り込みマスクレジスタ

8-1-4　コンパレータ割り込みマスクレジスタ

8-2　各割り込みフラグレジスタ

8-2-1　パルス発振割り込みフラグレジスタ

表 8-3: センサ割り込みマスクレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 ORGによる割り込み禁止 ORG による割り込み許可

1 EZによる割り込み禁止 EZによる割り込み許可

2 IN0による割り込み禁止 IN0 による割り込み許可

3 MARK による割り込み禁止 MARKによる割り込み許可

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）

表 8-4: コンパレータ割り込みマスクレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 P=Q による割り込み禁止 P=Qによる割り込み許可

1 P＞ Qによる割り込み禁止 P＞ Q による割り込み許可

2 未定義（常に 0 を設定）

3 未定義（常に 0 を設定）

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）

表 8-5: パルス発振割り込みフラグレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 パルス出力完了割り込みフラグが OFF パルス出力完了割り込みフラグが ON

1 エラー停止割り込みフラグが OFF エラー停止割り込みフラグが ON

2 減速開始点割り込みフラグが OFF 減速開始点割り込みフラグが ON

3 等速度割り込みフラグが OFF 等速度割り込みフラグが ON

4 未定義（常に 0 を設定）

5 最大加速度割り込みフラグが OFF 最大加速度割り込みフラグが ON

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）



『X7083/X7043/X7023』 について　39

● X7083/X7043/X7023

8-2-2　カウンタ割り込みフラグレジスタ

8-2-3　センサ割り込みフラグレジスタ

8-2-4　コンパレータ割り込みフラグレジスタ

表 8-6: カウンタ割り込みフラグレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 カウンタ Aのキャリー割り込みフラグが OFF カウンタ Aのキャリー割り込みフラグが ON

1 カウンタ Aのボロー割り込みフラグが OFF カウンタ Aのボロー割り込みフラグが ON

2 カウンタ Bのキャリー割り込みフラグが OFF カウンタ Bのキャリー割り込みフラグが ON

3 カウンタ Bのボロー割り込みフラグが OFF カウンタ Bのボロー割り込みフラグが ON

4 未定義（常に 0）

5 カウンタ Cのボロー割り込みフラグが OFF カウンタ Cのボロー割り込みフラグが ON

6 未定義（常に 0）

7 未定義（常に 0）

表 8-7: センサ割り込みフラグレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 ORGによる割り込みフラグが OFF ORG による割り込みフラグが ON

1 EZによる割り込みフラグが OFF EZによる割り込みフラグが ON

2 IN0による割り込みフラグが OFF IN0による割り込みフラグが ON

3 MARKによる割り込みフラグが OFF MARK による割り込みフラグが ON

4 未定義（常に 0）

5 未定義（常に 0）

6 未定義（常に 0）

7 未定義（常に 0）

表 8-8: コンパレータ割り込みフラグレジスタ

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 P=Qによる割り込みフラグが OFF P=Qによる割り込みフラグが ON

1 P＞ Q による割り込みフラグが OFF P＞ Q による割り込みフラグが ON

2 未定義（常に 0 を設定）

3 未定義（常に 0 を設定）

4 未定義（常に 0 を設定）

5 未定義（常に 0 を設定）

6 未定義（常に 0 を設定）

7 未定義（常に 0 を設定）
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9. ステータスレジスタについて
　ステータスレジスタは表 2-1 のアドレス割付表でリードできる割り込み状態と動作状態の主ステー

タスとレジスタセレクタを設定し、読み出しデータ 1～ 3 でリードする補助ステータスがあります。

9-1　主ステータス

9-1-1　動作状態ステータス

　動作状態ステータスは本 LSIの最も全体的な状態を知ることができます。その内容はパルス出力の状
態とパルス出力の終了状態そして割り込みの有無です。

9-1-2　割り込み状態ステータス

　 この割り込み状態ステータスは、現在の割り込みがどのグループのものかを知ることができます。更

に詳し く割り込みの要因を知るには、割り込みフラグレジスタをリードすることによりできます。

9-1-3　割り込み軸ステータス

　 この割り込み軸ステータスは、どの軸が割り込みを発生ししているかを知ることができます。

　 　X7043は #1軸～ #4軸、X7023は #1軸～ #2軸のみです。

表 9-1: 動作状態ステータス

bit 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容
0 1

0 停止中 動作中
1 加速中ではない 加速中
2 減速中ではない 減速中
3 未定義（常に 0）
4 エラーフラグが OFF エラーフラグが ON
5 停止フラグが OFF 停止フラグが ON
6 割り込みフラグが OFF 割り込みフラグが ON
7 CLRが OFF CLRが ON

表 9-2: 割り込み状態ステータス

bit 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容
0 1

0 パルス発振割り込みフラグが OFF パルス発振割り込みフラグが ON
1 カウンタ割り込みフラグが OFF カウンタ割り込みフラグが ON
2 センサ割り込みフラグが OFF センサ割り込みフラグが ON
3 コンパレータ割り込みフラグが OFF コンパレータ割り込みフラグが ON
4 未使用（常に 0）
5 未使用（常に 0）
6 未使用（常に 0）
7 未使用（常に 0）

表 9-3: 割り込み軸ステータス

bit 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容
0 1

0 #1軸の割り込みフラグ OFF #1軸の割り込みフラグ ON
1 #2軸の割り込みフラグ OFF #2軸の割り込みフラグ ON
2 #3軸の割り込みフラグ OFF #3軸の割り込みフラグ ON
3 #4軸の割り込みフラグ OFF #4軸の割り込みフラグ ON
4 #5軸の割り込みフラグ OFF #5軸の割り込みフラグ ON
5 #6軸の割り込みフラグ OFF #6軸の割り込みフラグ ON
6 #7軸の割り込みフラグ OFF #7軸の割り込みフラグ ON
7 #8軸の割り込みフラグ OFF #8軸の割り込みフラグ ON
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9-2　補助ステータス

9-2-1　センサ状態ステータス

　センサ状態ステータスはセンサ入力のリアルタイムの状態をリードすることができます。2 バイ トの
個別リードのレジスタで、表 2-1 のアドレス割付表のレジスタセレクタをライ ト した後、読み出しデー

タ 1 で +EL、-EL と ALM の状態がリードでき、読み出しデータ 2 のアドレスで ORG、EZ、+SLD、-SLD、
INP、MARKの状態がリードできます。

表 9-4: センサ状態ステータス 1

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 +ELは OFF +ELは ON

1 -ELは OFF -ELは ON

2 ALMは OFF ALMは ON

3 未使用（常に 0）

4 未使用（常に 0）

5 未使用（常に 0）

6 未使用（常に 0）

7 未使用（常に 0）

表 9-5: センサ状態ステータス 2

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 ORGは OFF ORGは ON

1 EZは OFF EZは ON

2 +SLDは OFF +SLDは ON

3 -SLDは OFF -SLDは ON

4 INPは OFF INPは ON

5 MARKは OFF MARKは ON

6 未使用（常に 0）

7 未使用（常に 0）
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9-2-2　正常停止要因ステータス

　 この正常停止要因ステータスは動作状態ステータスの停止フラグが ON でかつエラーフラグが OFF
のときの停止要因を知ることができます。ORGおよび EZが ONのときは原点復帰の完了であり、+SLD
または -SLDが ONのときはセンサによる減速停止です。

9-2-3　エラー停止要因ステータス

　 このエラー停止要因ステータスは動作状態ステータスの停止フラグがONでかつエラーフラグがON
のときの停止要因を知ることができます。

表 9-6: 正常停止要因ステータス

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 ORGは OFF ORGは ON

1 EZは OFF EZは ON

2 +SLDは OFF +SLDは ON

3 -SLDは OFF -SLDは ON

4 未使用（常に 0 を設定）

5 未使用（常に 0 を設定）

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）

表 9-7: エラー停止要因ステータス

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 +ELは OFF +ELは ON

1 -ELは OFF -ELは ON

2 ALMは OFF ALMは ON

3 未使用（常に 0 を設定）

4 未使用（常に 0 を設定）

5 未使用（常に 0 を設定）

6 未使用（常に 0 を設定）

7 未使用（常に 0 を設定）
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9-2-4　汎用入力状態ステータス

　 このステータスは IN0～ 7入力のリアルタイムの状態を知ることができます。

9-2-5　コンパレータ状態ステータス

　 このコンパレータ状態ステータスはコンパレータ制御モード設定レジスタで設定された P 入力と Q
入力の比較結果を知ることができます。

表 9-8: 汎用入力状態ステータス

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 IN0が OFF IN0が ON

1 IN1が OFF IN1が ON

2 IN2が OFF IN2が ON

3 IN3が OFF IN3が ON

4 IN4が OFF IN4が ON

5 IN5が OFF IN5が ON

6 IN6が OFF IN6が ON

7 IN7が OFF IN7が ON

表 9-9: コンパレータ状態ステータス

bit
内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　容

0 1

0 P=Q でない P=Q である

1 P＞ Q でない P＞ Q である

2 未使用（常に 0）

3 未使用（常に 0）

4 未使用（常に 0）

5 未使用（常に 0）

6 未使用（常に 0）

7 未使用（常に 0）
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10. アプリケーション例

10-1　初期設定

　パワーオンリセッ ト後、必ず一度は 8 種類の初期設定レジスタを設定する必要があります。設定の順
序は不同です。

図 10-1: 初期設定フローチャート（#1 軸の場合）

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

1 0 0 0 0 0 0 0

パルス出力の初期設定

0番地に 50h をライト

1番地に 80h をライト

1番地に 01h をライト

0番地に 52h をライト

1番地に 64h をライト

0番地に 53h をライト

1番地に 15h をライト

0番地に 51h をライト D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 0 1

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 1 1 0 0 0 1 0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 1 0 1 1

エンコーダ入出力の初期設定

カウンタ Aの初期設定

カウンタ Bの初期設定

0.5 パルスのアイドリングに設定

+方向が CW パルス出力に設定

2クロック方式に設定

位置決め完了で動作完了フラグ ON に設定
（インポジション有効）

EA、EB 入力は 2相クロック 4逓倍に設定

カウンタ Aは EA、EB 入力による現在位置
カウンタに設定

絶対値カウントに設定

32 ビットモードに設定

カウンタ Bは EA、EB 入力と内部発振パル
スによる偏差カウンタに設定

2の補数カウントに設定

24 ビットモードに設定
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D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 1 0 1 0 1 0

入力の初期設定

0番地に 54h をライト

1番地に 2Ah をライト

1番地に 07h をライト

2番地に 20h をライト

0番地に 57h をライト

1番地に 01h をライト

0番地に 58h をライト

0番地に 55h をライト D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 1 1 1

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 1 0 0 0 0 0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 0 1

入力論理の初期設定Ⅰ

入力論理の初期設定Ⅱ

出力の初期設定

1番地に 04h をライト

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 1 0 0

出力論理の初期設定

+SLD、-SLD 入力は減速入力に設定

+SLD、-SLD 入力はエッジ入力に設定

ORG 入力は低感度入力に設定

MARK 入力は高感度入力に設定

CLRA 入力はレベル入力に設定

+EL は正論理入力に設定

-EL は正論理入力に設定

ALM は正論理入力に設定

ORG は負論理入力に設定

EZ は負論理入力に設定

+SLD は負論理入力に設定

-SLD は負論理入力に設定

INP 入力は負論理入力に設定

MARK 入力は正論理入力に設定

CLR は汎用出力に設定

POUT は負論理出力に設定

PDIR は負論理出力に設定

CLR は正論理出力に設定

INT は負論理出力に設定

ERROR は負論理出力に設定

MOVE は負論理出力に設定
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10-2　制御モード設定

　パワーオンリセッ ト後、駆動の前に必ず 1度設定する必要があります。設定の順序は不同ですが、動作

モード設定レジスタに関しては、R1 レジスタと R8 レジスタの設定の前に変更します。制御モードの変

更がない場合は、再設定の必要はありません。

図 10-2: 制御モード設定のフローチャート（#1 軸の場合）

0番地に 56h をライト

1番地に CDh をライト

入力フィルタの初期設定

f（基準入力クロック周波数）＝ 16.384MHz
F ＝ CDh ＝ 205

+EL,-EL,ALM 入力の感度を 0.2msec に設定

16 × 205 ÷ 16,384,000 ≒ 0.0002[sec]

0 番地に 60h をライト

0番地に 61h をライト

1番地に 00h をライト

0番地に 62h をライト

1番地に 30h をライト D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 1 1 0 0 0 0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 0 0

動作制御モード設定

カウンタ Aの制御モード設定

エラー停止時に自動クリアをしない設定

正常停止時に自動クリアをしない設定

同期スタート制御を行わないに設定

減速開始点自動算出モードに設定

補間制御を行わないに設定

S字加減速モードに設定

S字加減速形状は正弦に設定
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D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 0 0

カウンタ Bの制御モード設定

1番地に 00h をライト

0番地に 63h をライト

0番地に 64h をライト

1番地に 93h をライト

1番地に 00h をライト

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 0 0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

1 0 0 1 0 0 1 1

CLR 出力の制御モード設定

コンパレータ制御モード設定

エラー停止時に自動クリアをしない設定

正常停止時に自動クリアをしない設定

エラー停止時に自動出力をしない設定

正常停止時に自動出力をしない設定

P入力はコンパレータレジスタに設定

Q入力はカウンタ Cに設定

絶対値比較に設定

CMP 出力は P>Q に設定
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10-3　パラメータの設定

　パラ メータ設定レジスタのうち、出力パルス数設定レジスタ（R1）、減速開始点設定レジスタ（R2）そし

て直線補間基数設定レジスタ（R8）は駆動コマン ドのライ トの直前に設定します。ここでは周波数倍率

設定レジスタ（R0）、起動周波数設定レジスタ（R3）、最高周波数設定レジスタ（R4）、加速レート設定レジ

スタ（R5）、減速レート設定レジスタ（R6）そして S字加減速区間設定レジスタ（R7）について説明します。

これらのレジスタはパワーオンリセッ トの後に必ず 1度は設定する必要がありますが、その後変更のな
いパラメータについては再設定の必要はありません。なお、S 字加減速を使用しない場合は S 字加減速
区間設定レジスタ（R7）の設定の必要はありません。

図 10-3: パラメータ設定のフローチャート（#1 軸の場合）

0番地に 00h をライト

1番地に FAh をライト

0番地に 03h をライト

1番地に F4h をライト

2番地に 00h をライト

2番地に 01h をライト

周波数倍率の設定

設定値　00FAh ＝ 250

速度分解能 K
16 384 000, ,
65 536, 250×
---------------------- 1== [pps/step] より

直線加減速の場合　1pps ～ 16.383kpps

S 字加減速の場合　1pps から 10kpps

の周波数範囲になります。但し、入力基準クロック＝ 16.384MHz

起動周波数の設定

設定値　01F4h ＝ 500

起動周波数　V
16 384 000, , 500×
65 536, 250×
------------------------------ 500pps==

になります。
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0 番地に 04h をライト

1番地に 34h をライト

0番地に 07h をライト

1番地に B8h をライト

2番地に 0Bh をライト

0番地に 05h をライト

1番地に A0h をライト

2番地に 21h をライト

2番地に 00h をライト

最高周波数

最高周波数の設定

　設定値　2134h ＝ 8,500

V
16 384 000, , 8 500,×
65 536, 250×
---------------------------------- 8 500pps,==

になります。

S字加減速区間の設定

設定値　0BB8h ＝ 3,000
速度は下図の様になります。

TsgTsg

Tsg Tsg

TgTg

8500

5500

3500

500

加速レートの設定

設定値　00A0h ＝ 160

加速度                                                               pps/secg
16 384 000, , 1 160××
131 072,

------------------------------------ 20 000,==

になります。

加速時間

（直線）
Tg
131 072 8 500, 500–( )×,
16 384 000 160×, ,
----------------------------------------- 0.4==  sec

加速時間

（S字放物線）
Tg
131 072 8 500, 500– 2 3 000,×+( )×,
16 384 000 160×, ,

------------------------------------------------------------- 0.7==   sec

加速時間

（S字正弦）
Tg
131 072 8 500, 500– 2 3 000, π 3 000,×+×–( )×,

16 384 000 160×, ,
---------------------------------------------------------------------------------- 0.57==    sec

になります。
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0 番地に 06h をライト

2番地に 00h をライト

1番地に A0h をライト

減速レートの設定

設定値　00A0h ＝ 160

減速度                                                                pps/sec　g
16 384 000, , 1 160××
131 072,

------------------------------------ 20 0000,==

になります。

減速時間

（直線）
Tg
131 072 8 500, 500–( )×,
16 384 000 160×, ,
----------------------------------------- 0.4== sec

減速時間

（S字放物線）
Tg
131 072 8 500, 500– 2 3 000,×+( )×,
16 384 000 160×, ,

------------------------------------------------------------- 0.7==   sec

加速時間

（S字正弦）
Tg
131 072 8 500, 500– 2 3 000, π 3 000,×+×–( )×,

16 384 000 160×, ,
---------------------------------------------------------------------------------- 0.57==    sec

になります。
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10-4　インデックス駆動

　 ここでは独立軸のインデックス駆動を例にします。S 字加減速、減速開始点自動算出モードで駆動し
ますので、加速レート（R5）と減速レート（R6）は同じ設定値にします。動作の終了はステータスをポーリ

ングすることで確認します。

図 10-4: インデックス駆動のフローチャート（#1 軸の場合）

初　期　設　定

制御モード設定

0番地に 01h をライト

1番地に A0h をライト

2番地に 86h をライト

3番地に 01h をライト

7番地リードの動作状態

パラメータ設定

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?
ステータスをリード

図 10-1　初期設定フローチャート参照

図 10-2　制御モード設定のフローチャート参照

図 10-3　パラメータ設定のフローチャート参照

出力パルス数（R1）の設定

設定値　0186A0h ＝ 100,000 パルス

0：動作完了フラグ OFF　1：動作完了フラグ ON

動作完了フラグが ON の状態では起動できません。　
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YES

YES

7 番地に A0h をライト

7番地リードの動作状態

終了

7番地に 00h をライト

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?

0：動作完了フラグ OFF　1：動作完了フラグ ON

ステータスをリード

動作完了フラグが
ON か？

動作完了フラグが
ON か？

NO

NO

動作完了フラグをリセット

+方向のインデックス駆動コマンドをライト
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10-5　原点復帰動作

　原点復帰シーケンスには数多くのパターンがありますが、次のようなシーケンスと条件で説明しま

す。また、図 10-6 の原点復帰のフローチャートには、初期設定、パラ メータ設定以降のフローを示しま

す。

図 10-5: 原点復帰シーケンス例

1 次動作（+EL と ORG の間にある場合）
　 　高速で -方向に移動
　　ORG が ON で減速停止

-EL ORG +EL -EL ORG +EL

-EL ORG +EL

-EL ORG +EL

1 次動作（+EL と ORG の間にある場合）
　 　高速で -方向に移動
　　-EL が ON で即時停止

2 次動作
　 　定速で +方向に移動
　　ORG が ON から OFF で停止

3秒停止後 2次動作へ

3 次動作
　 　定速で -方向に移動
　　ORG が ON の後 EZ が ON で停止

停

止

ORG

EZ
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図 10-6: 原点復帰のフローチャート（#1 軸の場合）

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 1 0 0 0 0

動作制御モード設定

0番地に 60h をライト

1番地に 10h をライト

1番地に 02h をライト

0番地に 62h をライト

1番地に 03h をライト

0番地に 63h をライト

1番地に 03h をライト

0番地に 61h をライト
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 1 0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 1 1

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 0 0 1 1

カウンタ Aの制御モード設定

カウンタ Bの制御モード設定

CLR 出力の制御モード設定

7番地の動作状態

同期スタート制御を行わないに設定

減速開始点自動算出モードに設定

補間制御を行わないに設定

S字加減速モードに設定

エラー停止時に自動クリアをしない設定

正常停止時に自動クリアをする設定

エラー停止時に自動クリアをする設定

正常停止時に自動クリアをする設定

エラー停止時に自動出力をする設定

ステータスをリード

原点復帰動作では補間制御は使用できません。

原点復帰完了時に自動的に現在位置カウンタが 0になるようにします。

停止時に偏差カウンタが 0になるように設定します。

正常停止時に自動出力をする設定

停止時に 1ショット出力をしサーボドライバの溜まりパルスをなくします。
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YES

YES

7 番地に A0h をライト

7番地の動作状態

7番地に 13h をライト

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?

0：動作完了フラグが OFF　1：動作完了フラグが ON

ステータスをリード

動作完了フラグが
ON か？

動作完了フラグが
ON か？

NO

NO

原点復帰Ⅰ（-方向）コマンド

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?

0：動作完了フラグ OFF　1：動作完了フラグ ON
動作完了フラグが ON の状態では起動できません。
停止フラグをリセット

加減速を伴った原点復帰動作です。ORG がアクティブになると
減速停止します。

YES

0 番地に F2h をライト

エラーフラグが
ON か？

1番地をリード

NO D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?

0：エラーフラグが OFF　1：エラーフラグが ON

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

エラー停止要因ステータス

???0 0 0 0 0

2h：-EL が ON
その他：エラー停止
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0 番地に F0h をライト

YES

3 秒待ちタイマ

7番地に 08h をライト

7番地に A0h をライト

-EL が ON

NO

NO

YES

ORG が ON？

2 番地のセンサ状態

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

センサ状態ステータス 2

?

0：ORG が OFF　1：ORG が ON

サブルーチン

2番地のセンサ状態
ステータス 2をリード

ORG が OFF？
NO

YES

ステータス 2をリード

エラールーチンへ

停止フラグ及びエラーフラグをリセット

+方向の定速連続駆動スタート

センサ状態ステータスをリード
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7 番地に 19h をライト

YES

7 番地の動作状態

7番地に A0h をライト

7番地に 30h をライト

動作完了フラグ

NO動作完了フラグ

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス（表 9-1 参照）

?

0：動作完了フラグが OFF　1：動作完了フラグが ON

ステータスをリード

7番地の動作状態
ステータスをリード

NO

YES

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス

?

0：動作完了がフラグ OFF　1：動作完了がフラグ ON

即時停止命令をライト

動作完了フラグをリセット

-方向の原点復帰Ⅳ命令（表 3-1 参照）

ON か？

ON か？

終了
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10-6　直線補間駆動

　本ＬＳＩは、＃１～４軸間のみならず複数チップ間でも多軸直線補間ができます。複数チップ間で直

線補間を行うには、下図のように接続します。

10-6-1　ハードウェアの注意点

　本 LSI を複数個使用して直線補間を行う時は、図 10-7のように SYNC端子と CP0～ 3の端子を接続
します。

図 10-7: 直線補間の接続図

10-6-2　直線補間駆動のフロー

　多軸直線補間駆動の場合、各軸の周波数倍率（R0）、起動周波数（R3）、最高周波数（R4）、加速レー ト

（R5）、減速レート（R6）、S字加減速区間（R7）の各パラ メータレジスタは全軸同じ設定にします。出力パル

ス数（R1）は各軸の移動量（パルス数）を設定し、直線補間基数設定レジスタ（R8）は最大移動量（パルス

数）の軸の出力パルス数を全軸に設定します。減速開始点マニュアル設定モードのときの減速開始点

（R2）は最大移動量の軸により算出した値を全軸に設定します。

　 ここでは、初期設定とパラ メータ設定以降のフローチャート を示します。

図 10-8: 直線補間駆動のフローチャート（X軸、Y軸の場合）

SYNC

CP0

CP1

CP2

CP3

SYNC

CP0

CP1

CP2

CP3

Vcc

スタート信号

X7043

X7043

X 軸の

X軸の

X軸の

0番地に 60h をライト

1番地に 19h をライト

0番地に 01h をライト

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 1 1 0 0 1

動作制御モード設定

同期スタート制御を行う設定

減速開始点自動算出モードに設定

補間制御を行うに設定

S字加減速モードに設定

X軸の出力パルス数（R1）の設定
　設定値　0186A0h ＝ 100,000 パルス
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D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 1 1 0 0 1

動作制御モード設定

X軸の

X軸の

Y軸の

Y軸の

Y軸の

Y軸の

Y軸の

X軸の

Y軸の

同期スタート制御を行うに設定

減速開始点自動算出モードに設定

補間制御を行うに設定

S字加減速モードに設定

3番地に 00h をライト

1番地に A0h をライト

2番地に 86h をライト

3番地に 01h をライト

0番地に 60h をライト

1番地に 19h をライト

0番地に 01h をライト

1番地に 30h をライト

2番地に 75h をライト

出力パルス数（R1）の設定

　設定値　007530h ＝ 30,000 パルス
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X 軸の

X軸の

X軸の

Y軸の

Y軸の

Y軸の

Y軸の

X軸の

X軸の
7番地に 00h をライト

0番地に 08h をライト

1番地に A0h をライト

2番地に 86h をライト

3番地に 01h をライト

0番地に 08h をライト

1番地に A0h をライト

2番地に 86h をライト

3番地に 01h をライト

X軸の直線補間基数（R8）の設定
　X軸出力パルス数＞ Y軸出力パルス数
　設定値　0186A0h ＝ 100,000

Y 軸の直線補間基数（R8）の設定
　X軸出力パルス数＞ Y軸出力パルス数
　設定値　0186A0h ＝ 100,000

X 軸は +方向パルス出力の場合
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Y 軸

YES

同期スタート信号 ON

X 軸

Y 軸の

動作完了フラグ

NO動作完了フラグ

NO

YES

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

動作状態ステータス（表 9-1 参照）

?

0：動作完了がフラグ OFF　1：動作完了がフラグ ON

Y 軸は -方向パルス出力の場合

ON か？

ON か？

終了

7番地に 01h をライト

7番地の動作状態
ステータスをリード

7番地の動作状態
ステータスをリード
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11. 電気的特性

11-1　絶対最大定格（Vss=0V）

11-2　推奨動作条件（Vss=0V）

11-3　DC 特性

11-3-1　DC 特性（VddIO=5V ± 5%、Ta=0 ～ +70 ℃）

*1　 INP、 ALM、 +EL、 -EL、 +SLD、 -SLD、 ORG、 EZ、 IN0～ 7、 CLRA、 EA、 EB、 SYNC、 MARK、 CLK、
　 　RST、 A0～ 4、 CS、 RD、 WR

項　目 記　号 定　 　 　格 単　位

電　源　電　圧
VddINT -0.3～ +4.6

V
VddIO -0.5～ +6.5

入　力　電　圧 VIN
VddIO=3.3V　 -0.3～ VddIO+0.3

V
VddIO=5V　 -0.5～ VddIO+0.5

入　力　電　流 IIN ± 10 mA

出　力　電　流 IO ± 25 mA

保　存　温　度 Tstg -65～ +150 ℃

項　目 記　号 定　 　 　格 単　位

電　源　電　圧
VddINT 3.15～ 3.45

V
VddIO 4.75～ 5.25　または　 3.15～ 3.45

周　囲　温　度 Ta 0～ +70 ℃

項　 　目 記号 条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

高レベル入力電圧 VIH 4.0 V

低レベル入力電圧 VIL 0.8 V

高レベル入力電流 IIH VIH=Vdd 10 μA

低レベル入力電流 IIL
-10 10

μA
VIL=Vss -200 -10

高レベル出力電圧 VOH
IOH=-8mA 3.7

V
IOH=-100μA Vdd-0.2

低レベル出力電圧 VOL
IOL=8mA 0.4

V
IOL=100μA 0.2

出力リーク電流 IOZ VOUT=Vdd or Vss -10 10 μA

ヒステリシス電圧 *1 VH 0.2 0.3 V
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11-3-2　DC 特性（VddIO=3.3V ± 5%、Ta=0 ～ +70 ℃）

*1　CP0～ 3
*2　 INP、 ALM、 +EL、 -EL、 +SLD、 -SLD、 ORG、 EZ、 IN0～ 7、 CLRA、 EA、 EB、 SYNC、 MARK、 CLK、
　 　RST、 A0～ 4、 CS、 RD、 WR

11-4　スイッチング特性

11-4-1　CPU インターフェース（VddIO=5V ± 5%、VddINT=3.3V、Ta=0 ～ +70 ℃）

tCLK ： 基準クロック周期 （最小 50nsec）

項　 　目 記号 条　件 MIN. TYP. MAX. 単位

高レベル入力電圧
VIH

2.0
V

高レベル入力電圧 *1 0.7VddIO

低レベル入力電圧
VIL

0.8
V

低レベル入力電圧 *1 0.3VddIO

高レベル入力電流 IIH VIH=Vdd 1 μA

低レベル入力電流 IIL
-1

μA
VIL=Vss -200 -10

高レベル出力電圧
VOH

IOH=-8mA
2.4 V

高レベル出力電圧 *1 IOH=-4mA

低レベル出力電圧
VOL

IOL=8mA
0.4 V

低レベル出力電圧 *1 IOL=4mA

出力リーク電流 IOZ VOUT=Vdd or Vss -1 1 μA

ヒステリシス電圧 *2 VH 0.1 0.4 V

静的消費電流 IDDS VIN=Vdd or Vss 60 μA

項　 　目 略　号 条　 　件 MIN TYP MAX 単　位

クロック周波数 fCLK 20 MHz

クロック周期 tCLK 50 ns

クロック Low時間 tPWL 8 ns

クロック High時間 tPWH 25 ns

リードアドレス安定時間 tAR 10 ns

リードアドレス保持時間 tRA 2 ns

リードパルス幅 tRR 13 ns

データ遅延時間 tRD CL=100pF 15 ns

データフロート遅延時間 tDF CL=100pF 15 ns

ライ トアドレス安定時間 tAW 0 ns

ライ トアドレス保持時間 tWA 0 ns

ライ トパルス幅 tWW 13 ns

データ設定時間 tDW 7 ns

データ保持時間 tWD 0 ns

リセッ トパルス幅 tRST 3tCLK ns

リセッ ト動作時間 tRSTM 3tCLK ns
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11-4-2　CPU インターフェース（VddIO=3.3V ± 5%、VddINT=3.3V、Ta=0 ～ +70 ℃）

tCLK ： 基準クロック周期 （最小 50nsec）

クロック

リードサイクル

ライトサイクル

リセットサイクル

項　 　目 略　号 条　 　件 MIN TYP MAX 単　位

クロック周波数 fCLK 20 MHz

クロック周期 tCLK 50 ns

クロック Low時間 tPWL 12 ns

クロック High時間 tPWH 21 ns

リードアドレス安定時間 tAR 10 ns

リードアドレス保持時間 tRA 0 ns

リードパルス幅 tRR 16 ns

データ遅延時間 tRD CL=100pF 20 ns

データフロート遅延時間 tDF CL=100pF 19 ns

ライ トアドレス安定時間 tAW 0 ns

ライ トアドレス保持時間 tWA 0 ns

ライ トパルス幅 tWW 16 ns

データ設定時間 tDW 9 ns

データ保持時間 tWD 0 ns

リセッ トパルス幅 tRST 3tCLK ns

リセッ ト動作時間 tRSTM 3tCLK ns

CLK

tPWH

tPWL

tAR tRR tRA

tRD tDF

A2 ～ 0

RD,CS

D7 ～ 0

tWW tWA

tDW tWD

A2 ～ 0

WR,CS

D7 ～ 0

tAW

tRST

tRSTS tRSTM

RST

リセット動作
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11-4-3　エンコーダインターフェース

2クロック入力

2相クロック入力

エンコーダ入力カウントタイミング（正カウント設定の場合）

　アップカウン ト

項　 　 　目 記号 MIN TYP MAX 単位

A相のエッジの次に B相のエッジが発生した場合のエッジ間隔 tAB 2.5tCLK ns

B相のエッジの次に A相のエッジが発生した場合のエッジ間隔 tBA 2.5tCLK ns

A相のエッジの次に A相のエッジが発生した場合のエッジ間隔 tAA 2.5tCLK ns

B相のエッジの次に B相のエッジが発生した場合のエッジ間隔 tBB 2.5tCLK ns

EA

EB

tAA tAB tBB tBA

EA

EB

tAB tBA tAA tAB tBB

EA

EB

2 クロック

EA

EB

1 逓倍

EA

EB

2 逓倍

EA

EB

4 逓倍
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　ダウンカウン ト

11-4-4　入出力インターフェース

パルス出力開始

　非同期スタートモード

　同期スタートモード

T ： 起動周波数の 1周期

EA

EB

2 クロック

EA

EB

1 逓倍

EA

EB

2 逓倍

EA

EB

4 逓倍

CLK

MOVE

WR,CS

POUT,PDIR

T/2

6tCLK

CLK

MOVE

SYNC

POUT,PDIR

T/2

8tCLK
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パルス停止

　パルス出力完了で動作完了の設定

　位置決め完了で動作完了の設定

CLK

MOVE

POUT,PDIR

INT

1tCLK

2tCLK

CLK

MOVE

POUT,PDIR

INT

1tCLK

5tCLK
INP
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12. 鉛フリー仕様

　一般的に鉛フリーの半田ペーストで実装する場合、リフロー温度が上昇します。

そこで、パッケージの耐熱温度はリフロー温度 260 ℃ (MAX) まで許容しています。また、リフロー回数

は２回まで対応可能です。

図 12-1: 鉛フリー仕様

　本ユーザーズマニュアルは 2005 年 4 月現在のもので、今後製品改良の為に予告な く仕様を変更する
ことがありますので御了承ください。

Sn1～ 4Biめっき




